
＜省エネ行動（機器の使用方法等の改善）によるＣＯ２削減効果と節約効果の例＞
－ Ａ子さんの場合 －

【エアコン】
◇夏の冷房設定温度27℃→28℃

〈▲12.4kg/年〉〔▲670円/年〕

◇冷房を必要な時だけつける

（１日１時間短縮）
<▲7.7㎏/年>〔▲410円/年〕

【エアコン】
◇夏の冷房設定温度27℃→28℃

〈▲12.4kg/年〉〔▲670円/年〕

◇冷房を必要な時だけつける

（１日１時間短縮）
<▲7.7㎏/年>〔▲410円/年〕

◇冬の暖房設定温度を21℃→20℃
<▲21.8㎏/年>〔▲1170円/年〕

◇暖房を必要な時だけつける

（１日１時間短縮）
<▲16.7㎏/年>〔▲900円/年〕

◇フィルターを月に１回か２回清掃
<▲13.1㎏/年>〔▲700円/,年〕

【液晶テレビ】
◇見ない時は消す（１日１時間短縮）

〈▲6.2kg/年〉〔▲330円/年〕

【電気こたつ】
◇設定温度を低めに設定（強→中）

〈▲20.1kg/年〉〔▲1080/年〕

◇こたつ布団に上掛けと敷布団を併せて使う

〈▲13.3kg/年〉〔▲710円/年〕

【ガスファンフィーター】
◇暖房の設定温度を21℃→20℃
〈▲19.0kg/年〉〔▲1220円/年〕

◇暖房を必要な時だけ使う（１日１時間短縮）
〈▲25.4kg/年〉〔▲1980円/年〕

【ﾌﾞﾗｳﾝ管テレビ】
◇見ない時は消す（１日１時間短縮）

〈▲13.1kg/年〉〔▲700円/年〕

【電気冷蔵庫】
◇冷蔵庫を壁から適切な間隔をあけて設定

〈▲18.5kg/年〉〔▲990円/年〕

◇ものを詰め込みすぎない
〈▲18.0kg/年〉〔▲960円/年〕

◇冷蔵強度を適切に（強→中）
〈▲25.3kg/年〉〔▲1360円/年〕

◇無駄な開閉をしない〈▲4.3kg/年〉〔▲230円/年〕

◇冷蔵庫を開けている時間を短く
〈▲2.5kg/年〉〔▲130円/年〕

【電気ポット】
◇長時間使用しない時はｺﾝｾﾝﾄからﾌﾟﾗｸﾞを抜く
〈▲44.1kg/年〉〔▲2360円/年〕

【ガスコンロ】
◇炎がなべ底からはみ出さないよう調節
〈▲5.5kg/年〉〔▲360円/年〕

【ガス給湯器】
◇食器を洗う時は温度を低めに（40℃→38℃）

〈▲20.5kg/年〉〔▲1320円/年〕

【パソコン(ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾊﾟｿｺﾝ）】
◇使わないときは電源を消す（１日１時間短縮）〈▲12.9kg/年〉〔▲690円/年〕

◇電源ｵﾌﾟｼｮﾝの見直し〈▲5.2kg/年〉〔▲280円/年〕

【シャワー】
◇お湯を流しっぱなしにしない（１分間短縮）
〈▲29.7kg/年〉〔▲2920円/年〕

【洗濯機】
◇なるべくまとめて洗う（容量の４割→８割）
〈▲2.4kg/年〉〔▲3950円/年〕

【照明器具（白熱電球）】
◇人のいない部屋の照明はこまめに消灯

（１日１時間短縮）
〈▲8.1kg/年〉〔▲430円/年〕×10個
⇒ 〈▲81kg/年〉〔▲4300円/年〕

【自動車】
◇ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ〈▲40.2kg/年〉〔▲2500円/年〕

◇ふんわりｱｸｾﾙ｢ｅｽﾀｰﾄ｣〈▲194.0kg/年〉〔▲12円/年〕

◇加速度の少ない運転〈▲68.0kg/年〉〔▲4220円/年〕

◇早めのｱｸｾﾙｵﾌ〈▲42.0kg/年〉〔▲2600円/年〕

【これらの省エネ行動をした場合】
⇒年間約900㎏のＣＯ２削減 (< >内計)

⇒年間約45,000円の節約 (〔 〕内計)

【機器全般の待機電力】
◇各種電気機器の待機電力を50％削減

〈▲60kg/年〉〔▲3400円/年〕
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＜基データは主に(財)省エネルギーセンター「家庭の省エネ“大事”典200８年版」による＞

参考資料

※( )内はCO2削減効果、〔 〕内は節約効果
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【温水洗浄便座】
◇使わない時はフタをする〈▲14.3kg/年〉〔▲770円/年〕

◇便座暖房の温度を低めに設定〈▲10.8kg/年〉〔▲580円/年〕

◇洗浄水の温度を低めに設定〈▲5.7kg/年〉〔▲300円/年〕



＜省エネ行動（賢い製品選択等）に資する表示制度＞
－｢省エネラベリング制度｣と｢統一省エネラベル｣－

｢統一省エネラベル｣｢省エネラベリング制度｣

出典：（財）省エネルギーセンター

◆省エネラベルは以下の４つの情報を表示

＜省エネラベリング制度・統一省エネラベル 対象製品＞

出典：（財）省エネルギーセンター

【テレビ】★☆

【ストーブ】☆

【電気冷蔵庫】 ★☆

【ガス調理機器】 ☆

【電気便座】☆

★:統一省エネラベル 対象製品

☆:省エネラベリング制度 対象製品

（すべてトップランナー基準の対象）

【ガス・石油温水機器】☆

【電子レンジ】 ☆

【磁気ﾃﾞｨｽｸ装置】☆

【ｼﾞｬｰ炊飯器】 ☆

【電気冷凍庫】 ☆

【ＤＶＤレコーダー】☆

【電子計算機（パソコン）】☆

【エアコン】★☆
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◆省エネ効果

⇒約40%省エネ（95年比）

⇒約627kWh削減（年間）

⇒約13,800円削減（年間）

◆省CO2効果

⇒約212kg削減（年間）
※CO2排出係数：東京電力2006年実績
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低炭素・循環型社会の構築

省エネ情報の提供

高効率製品への置換え

家電リサイクル法に基づく排出

省エネ機器開発

＜省エネ行動（賢い製品選択等）によるＣＯ２削減効果と節約効果の例＞
－エアコンの場合－

【 エアコン －１２年前のエアコン（1995年型）を最新トップモデル（2007年型）に置換えた場合－】

◆エアコン省エネ性能の推移

生
産
者
（
企
業
）

エアコン

78 78
81 82 84 86 87

40

50

60

70

80

90

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

◆エアコンの再商品化率の推移

出典：環境省

％ 2007年実績 87％

のリサイクル率

資源の有効活用

－エネルギーも含めた｢もったいない｣の考え方－

３
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約40％省エネ

出典：（社）日本冷凍空調工業会

家庭用エアコンの消費電力量推移（冷房：暖房）

※冷房能力2.8ｋWクラス



《同期間（6000時間）使用した場合のトータルコストの比較》

白熱電球： 〔 ランプ購入代 1008円（168円×６個）〕 ＋ 〔電気代 7128円（54W÷1000×6000時間×22円/kWh)〕＝合計8136円

電球形蛍光灯 〔 ランプ購入代 1890円（1890円×１個）〕 ＋ 〔電気代 1584円（12W÷1000×6000時間×22円/kWh)〕＝合計3474円

＜省エネ行動（賢い製品選択等）による省エネ効果と節約効果の例＞

－白熱電球の場合－

【白熱電球から電球型蛍光灯に置換えた場合】

【白熱電球（60形/54W）】

◇消費電力 54Ｗ

◇寿命 1,000時間

◇価格 168円

【電球形蛍光灯（60形/12W）】

◇消費電力 12Ｗ （白熱電球の１／４以下）

◇寿命 6,000時間 （６倍の寿命）

◇価格 1,890円

差額4,662円

出典：（財）省エネルギーセンター

約4,600円の節約

計8,136円

7,128円

54W÷1,000×6,000時間×22円/kWh

計3,474円1,584円1,890円

12W÷1,000×6,000時間×22円/kWh1,890円×１個

1,008円

168円×6個

差額4,662円

※さらに電球形蛍光灯の技術開発等が進み、消費電力は10W程度に低下、寿命も10,000時間程度まで延び、価格も1200円程度まで低下しているとの調査もあり（⇒約10,000円の節約）

以 上 ４
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